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＜S25以前の推定値(簡易式)の考え方＞
吸い上げと吹き寄せによる潮位上昇量を
算定

出典：既往の計画高潮位について（建設省所管） 昭和43年3月 高知県河川課

■M35.9.7の潮位偏差の推定値の算定
・吸い上げによる潮位上昇量（気圧より算定）

ρ1=0.991ΔP
=0.991×(760-738.0)/760×1013.25
=0.991×29.3cm = 29.0cm

・吹き寄せによる潮位上昇量（風速より算定）
ρ2=4.2×39.3-47.7=117.4cm

ρ2=4.2V-47.7

図 風速-潮位偏差の関係式

S24.9～S37の桂浜
検潮所の観測記録
より風速と潮位上
昇の関係式を作成

表 S25以前の潮位偏差の推算値

潮位偏差

現行計画（防護水準）の概要

■現行計画（S47土佐湾高潮対策技術会議等で設定） ※土佐湾沿岸中央部の内容を記載

項 目 防護水準 設定方法等

計画高潮位 T.P.+2.46m ・桂浜検潮所の朔望平均満潮位＋既往の潮位偏差の最大値より設定（表記は新測地系への変換値）
※近年も含めた既往最高潮位は平成26年台風11号のT.P.+2.09m（昭和45年台風10号は棄却）

朔望平均満潮位 T.P.+1.00m ・S25～S35の桂浜検潮所における朔望平均満潮位の平均値（表記は新測地系への変換値）

潮位偏差 1.46m ・S25～S45の観測値とS25以前の推定値(簡易式)より、既往最大となるM35.9.7の推定値を設定
※近年も含めた観測値の最大は昭和49年台風16号の1.28m(昭和45年台風10号は棄却）

計画波浪(1/30) Ho=13.0m
To=15.5s

・S47時点では、S34伊勢湾台風の仮想コースでSMB法より推算されたHo=10.1m,To=15.2sを設定
・H12に見直され、波浪推算データ(30年間)と観測データ(16年間)に基づく極地統計解析より設定

出典：土佐湾高知海岸（南国工区）直轄海岸保全施設整備事業
全体計画書 四国地方建設局

S25～S45の潮位偏差（観測値）

S25～S45の観測値とS25以前の
推定値(簡易式)より、既往最大と
なるM35.9.7の推定値を設定
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現行計画（防護水準）の概要

出典：高知海岸計画外力の検討 四国地方整備局高知工事事務所

計画波浪（波高）

T = 0.5893H + 7.6115
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波高：波浪推算・観測データより極値統計解析を実施し、30年確率
波高を設定

周期：全ての波浪推算・観測データより波高と周期の関係式を作
成し、30年確率波高に対応する周期を設定

台風 有義波高（ｍ） 周期（ｓ）
1 3412 2.9 9.5

2 2106 7.9 11.2
3 5115 6.7 9.7
4 5202 0.9 7.2

5 5313 10.9 16.9
6 5405 7.9 12.3
7 5415 7.4 9.9
8 5526 1 7

9 5609 7.3 11.3
10 5612 4.9 8.9
11 5615 4.7 14.8

12 5707 3.1 7.6
13 5710 7.2 11.1
14 5817 6.3 11.8
15 5821 6.9 14.2

16 5906 4.6 11.3
17 5915 10.2 16.5
18 6012 0.3 5.5

19 6016 7.4 11
20 6118 11.4 16
21 6207 3.4 10.3
22 6309 8 11.8

23 6420 12.5 14.1
24 6523 8.5 14.7
25 6524 8 16.5

26 6624 3.3 10.9
27 6718 3.8 10.2
28 6734 3.2 12.7
29 6804 6.4 11

30 6810 4 7.6
31 6909 8.2 12.9
32 7002 3.4 13.5
33 7009 5.7 9.9

34 7010 12.3 13.7
35 7119 6.2 10.5
36 7123 6.8 10.9

37 7209 7.2 11
38 7416 7.9 11.2
39 7418 0.3 5.4
40 7505 8.6 11.8

41 7506 5.5 11.5
42 7611 3.5 7.1
43 7808 4.6 9.2

44 7916 7.1 13.6
45 7920 5.8 14.6
46 8013 10.4 13.3
47 8019 5.7 14.7

波浪推算データ
旧運輸省推算値

(S26～S55)30年間

順位 年月日 時間 波高 周期 気象要因
1 1990/7/30 10:00:00 9 8
2 1990/8/22 10:00:00 7.79 12.7 9014
3 1991/9/27 22:00:00 7.38 11.1 9219
4 1992/8/8 18:00:00 6.46 8.9 9210
5 1990/9/19 14:00:00 6.06 11.2 9019
6 1990/9/29 0:00:00 6 7.4
7 1994/9/25 14:00:00 6 7.9 9426
8 1993/8/10 8:00:00 5.82 10.6 9307
9 1994/9/29 14:00:00 5.39 12.5 9426
10 1993/8/9 12:00:00 5.34 14.2 9307
11 1991/9/28 0:00:00 5.3 10.8 9119
12 1992/8/18 20:00:00 5.3 9.9 9211
13 1992/8/17 22:00:00 4.95 13.6 9211
14 1993/9/3 22:00:00 4.79 8.4 9313
15 1996/8/14 10:00:00 4.59 10.1 9612
16 1990/9/18 22:00:00 4.48 12.4 9019
17 1994/8/13 8:00:00 4.41 11.7 9414
18 1993/6/11 20:00:00 4.4 6.2
19 1993/7/27 20:00:00 4.35 10.1 9311
20 1992/12/8 0:00:00 4.32 9 南北の気圧の谷の通過
21 1990/5/4 10:00:00 4.3 8.6
22 1994/7/25 14:00:00 4.29 9.7 9407
23 1991/9/19 18:00:00 4.27 12.8 9118
24 1994/5/5 6:00:00 5.27 8
25 1993/10/7 8:00:00 4.17 14.8 9319,及び9320
26 1993/10/29 18:00:00 4.14 8
27 1991/10/10 4:00:00 4.02 14.7 9121
28 1992/8/19 0:00:00 4.01 9.2 9211
29 1994/4/12 18:00:00 4 8.7 低気圧
30 1994/6/30 14:00:00 4 5.1 梅雨前線

順位 最大有義波の起時 波高 周期（ｓ） 気象要因
1 82年9月25日4時 8.6 13.1 台風8219号
2 82年8月27日12時 8.35 11.6 台風8213号
3 81年7月30日22時 6.7 12 台風8110号
4 89年7月27日18時 6.68 11.9 台風8911,8912号及び台風8913号
5 88年8月27日6時 6.4 10.8 台風8917号
6 88年4月18日16時 6.03 10 二つ玉低気圧
7 88年4月13日4時 5.37 9.2 日本海低気圧及び南岸低気圧
8 81年10月22日14時 5.32 13.8 台風8124号
9 82年11月30日2時 5.27 10.3 二つ玉低気圧
10 85年6月30日16時 5.25 12.9 台風8506号
11 83年9月28日16時 5.23 9.9 台風8310号崩れの低気圧
12 86年7月17日20時 5.21 11.6 日本海低気圧及び台風8608号
13 83年4月1日6時 4.84 10 南岸低気圧
14 89年9月19日22時 4.83 11.8 台風8922号
15 84年8月21日18時 4.58 8.9 台風8410号
16 81年10月1日10時 4.52 14.4 台風8122号
17 88年9月15日10時 4.51 13.6 台風8818号
18 88年6月2日22時 4.39 8.5 二つ玉低気圧
19 88年3月21日20時 4.34 9.2 南岸低気圧
20 82年9月3日16時 4.21 12.4 台風8215号
21 83年8月13日22時 4.16 13 台風8305号
22 83年6月13日2時 4.1 9.2 二つ玉低気圧
23 82年3月15日16時 4.07 9 二つ玉低気圧
24 82年8月1日14時 4.05 13 台風8210号
25 81年8月22日8時 3.98 13 台風8115号
26 82年3月5日8時 3.97 8.7 日本海低気圧
27 84年7月29日10時 3.86 10.2 台風8407号
28 89年4月23日0時 3.74 9.9 南岸低気圧
29 81年11月2日16時 3.74 8.5 二つ玉低気圧
30 85年6月8日12時 3.7 9.3 南岸低気圧

算定に使用されたデータ 観測データ（高知沖）
(S56～H1)上位30波

13.0m

15.5秒

観測データ（桂浜）
（H2～H8）上位30波

出典：土佐湾高知海岸（南国
工区）直轄海岸保全施
設整備事業 全体計画
書 四国地方建設局

出典：高知海岸計画外力の検討 四国地方整備局高知工事事務所
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現行計画の安全度（生起確率）の整理結果：潮位偏差

■観測データ（高知・室戸岬・土佐清水）※1を基に極値統計解析※2を実施し、潮位偏差の生起確率を算定した。
■現行計画の潮位偏差（1.46m●）の再現期間は、高知62年、室戸岬62年、土佐清水440年となる。
■高知の観測以降最大の潮位偏差（1.93m ● 、昭和45年台風10号） ※3の再現期間は、155年となる。

（高知近傍の桂浜の潮位偏差の推定値（2.35m▲、昭和45年台風10号） ※4の再現期間は、 298年となる）

計画値：1.46(m)
→再現期間：62年

S45T10：1.93(m)
→再現期間：155年

極値Ⅱ型（k=3.33),N=69(4年欠測)極値Ⅱ型（k=10.0),N=67 極値Ⅱ型（k=5.0),N=55

H16T23：1.69(m)
→再現期間：113年

計画値：1.46(m)
→再現期間：62年

計画値：1.46(m)
→再現期間：440年

S39T20：1.15(m)
→再現期間：106年

高知

室戸岬

土佐清水
位置図（全体）

桂浜
(閉局)

位置図（拡大）

※1：気象庁公表データ（1時間間
隔）より年最大値を整理
昭和45年台風10号の観測
データを含む

※2：海岸保全施設の技術上の
基準・同解説等を踏まえ、極
値Ⅱ型を採用(kは最も相関
係数が高いものを記載)

※3：8/21 8時の観測値（これ以
降は欠測）

※4：8/21 9時の推定値（8時は
1.99m、8時以降は欠測）

●現行計画
●観測以降最大（S39T20）

●現行計画
●観測以降最大（S45T10）
▲桂浜検潮所のS45T10の推算値

S45T10：2.35(m)
→再現期間：298年

●現行計画
●観測以降最大（H16T23）

土佐清水検潮所 高知検潮所 室戸岬検潮所
統計期間：S30(1955)～R3(2021) 統計期間：S24(1949)～R3(2021) 統計期間：S42(1967)～R3(2021)
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現行計画の安全度（生起確率）の整理結果：潮位

■観測データ（高知・室戸岬・土佐清水）※1を基に極値統計解析※2を実施し、潮位の生起確率を算定した。
■現行の計画高潮位（T.P.+2.46m●）の再現期間は、高知98年、室戸岬114年、土佐清水2886年となる。
■高知の観測以降最大の潮位（T.P.+2.74m ● 、昭和45年台風10号） ※3の再現期間は、164年となる。

（高知近傍の桂浜の潮位の推定値（T.P.+3.39m▲、昭和45年台風10号） ※4の再現期間は、426年となる）

極値Ⅱ型（k=3.33),N=69(4年欠測) 極値Ⅱ型（k=5.0),N=55

※1：気象庁公表データ（1時間間
隔）より年最大値を整理
昭和45年台風10号の観測
データを含む

※2：海岸保全施設の技術上の
基準・同解説等を踏まえ、極
値Ⅱ型を採用(kは最も相関
係数が高いものを記載)

※3：8/21 8時の観測値（これ以
降は欠測）

※4：8/21 9時の推定値（8時は
2.99m、8時以降は欠測）

計画値：2.46(m)
→再現期間：2886年

H16T23：1.78(m)
→再現期間：59年

●現行計画
●観測以降最大（H16T23）

S45T10：2.57(m)
→再現期間：154年

計画値：2.46(m)
→再現期間：114年

●現行計画
●観測以降最大（S45T10）

計画値：2.46(m)
→再現期間：98年

S45T10：2.74(m)
→再現期間：164年

●現行計画
●観測以降最大（S45T10）
▲桂浜検潮所のS45T10の推算値

S45T10：3.39(m)
→再現期間：426年

高知

高知

室戸岬

土佐清水
位置図（全体）

桂浜
(閉局)

位置図（拡大）

極値Ⅱ型（k=10.0),N=67

土佐清水検潮所 高知検潮所 室戸岬検潮所
統計期間：S30(1955)～R3(2021) 統計期間：S24(1949)～R3(2021) 統計期間：S42(1967)～R3(2021)
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【参考】S47土佐湾高潮対策技術会議のデータを用いた極値統計解析結果

5昭和45年台風10号含む 極値Ⅱ型（k=2.5),N=21
- - - 昭和45年台風10号棄却 極値Ⅱ型（k=10.0),N=21

昭和45年台風10号含む 極値Ⅱ型（k=2.5),N=21
- - - 昭和45年台風10号棄却 極値Ⅱ型（k=10.0),N=21
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昭和45年台風10号含む 極値Ⅱ型（k=3.33),N=69
- - - 昭和45年台風10号棄却 極値Ⅱ型（k=10.0),N=69

■S47土佐湾高潮対策技術会議で用いられた桂浜の観測データ（S25～S45）を基に極値統計解析※を実施した。
※同会議の検討に合わせて、昭和45年台風10号の観測データを含めた場合と棄却した場合の両方を実施

■昭和45年台風10号を棄却した場合、現行計画値や昭和45年台風10号の観測値の再現期間は非常に大きくなる。
■気候変動によって台風が強大化する可能性が高いことを踏まえ、本検討では、昭和45年台風10号を含めて最新

データに基づき算定した生起確率を基に検討を進める。

昭和45年台風10号含む 極値Ⅱ型（k=3.33),N=69
- - - 昭和45年台風10号棄却 極値Ⅱ型（k=5.0),N=69

計画値：1.46(m)
→再現期間：86年

計画値：1.46(m)
→再現期間：19年

S45T10：2.35(m)
→再現期間：1497年

●現行計画（S45T10含む）
○現行計画（S45T10棄却）
●S45T10（S45T10含む）
○S45T10（S45T10棄却）

S45T10：2.35(m)
→再現期間：65年

計画値：1.46(m)
→再現期間：186年

計画値：1.46(m)
→再現期間：62年

S45T10：1.93(m)
→再現期間：155年

S45T10：1.93(m)
→再現期間：1005年

計画値：2.46(m)
→再現期間：26年

計画値：2.46(m)
→再現期間：488年

S45T10：3.39(m)
→再現期間：約1万年

S45T10：3.39(m)
→再現期間：78年

●現行計画（S45T10含む）
○現行計画（S45T10棄却）
●S45T10（S45T10含む）
○S45T10（S45T10棄却）

計画値：2.46(m)
→再現期間：98年

計画値：2.46(m)
→再現期間：244年

S45T10：2.74(m)
→再現期間：490年

S45T10：2.74(m)
→再現期間：164年

潮位偏差 潮位

桂浜検潮所（S47会議を再現） 高知検潮所 桂浜検潮所（S47会議を再現） 高知検潮所
統計期間：S25(1950)～S45(1970) 統計期間：S24(1949)～R3(2021) 統計期間：S25(1950)～S45(1970) 統計期間：S24(1949)～R3(2021)
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現行計画の安全度（生起確率）の整理結果：波浪

■現行の計画波浪は、過去の波浪推算データ（S26～S55）より設定されたことを踏まえ、現行計画値の妥当性を確認
するため、土佐湾中央部の高知港における最新の波浪推算データに基づく極値統計解析結果との比較を行った。

■高知港では、現行計画の30年確率における沖波波高は12.7m、沖波周期は16.4秒であり、当該地域の現行計画値
（沖波波高13.0m、沖波周期15.5秒）と同程度であることが確認できる。

出典：高知海岸計画外力の検討 四国地方整備局高知工事事務所
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出典：高知海岸計画外力の検討 四国地方整備局高知工事事務所

最新の波浪推算データに基づく極値統計解析結果（高知港）

出典：令和2年度管内港湾施設における耐波性能検討業務 報告書（R3.3） 四国地方整備局高松港湾空港技術調査事務所

30年確率波高（高知港）：12.7m（全方位の結果）
30年確率周期（高知港）：16.4秒（全方位の結果）

「確率沖波算定システム（四国地方整備局高松港湾空港技術調査
事務所）」による、S25～R1を対象とした波浪推算及び極値統計解
析結果を引用


